
小学校３校では，「大崎上島学」各学年において，

「Ｋ授業」として，総合的な学習の時間や生活科の

取組を交流する場を設定しています。具体的には，

各学年で３校共通のテーマを設定し，探究活動や

地域貢献活動を行い，発表会を行っています。会に

はお世話になった地域の方も招き，それが児童の

意欲にもつながっています。やがて，大崎上島中学

校で１つとなる子供たちは，共に学び合い，つなが

り，高め合う集団へと成長していきます。 

「育てたい資質・能力」の育成を考えた

とき，重要になるのが探究過程の「ふり

返り」です。授業の目標は達成できたか，

なぜ達成できたか・できなかったのか

等，そこに至るまでをふり返り，自分自

身の学習を見つめなおすことで，より確

実な力が身に付くと考えます。大崎上島

中学校区ではその単元で育成しようと

する資質・能力から，「評価項目」を改め

て設定しています。（例「主体性・ねばり

強さ」→「やりぬく力」）やや難しい表現

が多い「資質・能力」を児童生徒にもわ

かりすい形で表現し，共有しています。 

探究的な学習の在り方に関する研究推進地域事業 大崎上島町立大崎上島中学校区  ～大崎上島の将来を担う たくましく生きぬく子供の育成～ 
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ふり返りシートの例（大崎小学校） 

↑小学校 3 校の先生方による 

大崎上島町教育研究会「学年部会」の様子 

異校種が連携し，系統的な学びの実現を図りま

す。幼小中を通して地域に根ざした教育を推進

し，ふるさとを愛する子供を育てます。 

「大崎上島学」ガイドライン 
幼小中連携教育を推進！ 

～人とのつながり・学びのつながり～ 

Keyword 

つながり 
 

小学校３校連携「Ｋ授業」 大崎上島中 PBL「探究学習シート」 

ＰＢＬ（Project Based Learning プロジェクト型学習）

では，「答えのない問いを扱うこと」，「実生活・実社会の課

題解決につながる魅力的な題材の設定（社会への還元）」，

「児童生徒が主体的に学びを創造すること」等が求められ

ます。PBL を進めていくためのワークシートを「探究学習

シート」として開発しました。 

←単元全体の計画書 

ふり返りシート→ 

「Ｋ授業」の取組例 

小学校 5 年生 

「大崎上島の産業」 

東野小：水産業 

木江小：観光業 

大崎小：農業 

☆各校で関心のあるテー

マについて探究活動☆ 

①大崎上島の産業の現状

や携わる方の想いや願

い，将来の展望などを

各校で調査。 

②【Ｋ授業】各校が集ま

り，成果を発表する。発

表方法の工夫も。 

③Ｋ授業を終えて，課題

の再設定を行い，探究

をさらに深めていく。 

例：「I ターンされて島に

来られた方にはどんな

方がいるのだろう？ど

んな想いで産業に携わ

っているのだろう？」 

 

 

 授業の「ふり返り」の充実 【研究推進事業３年間をふり返って】 

・総合的な学習の時間において，その地域の想い

や願い，そして，これまでの指導の積み重ねによ

って，どの校区もある程度の学習内容が形作られ

ているように思えました。それに倣うだけでなく，

新たな課題や学習内容を教員が探究していく必要

があります。“教材探究”が必要不可欠です。 

・探究が深まっている授業では子供から「今日は

○○をしよう！」と声があがるはずです。子供の

持つエネルギーを最大限引き出し，子供が主役と

なって授業を創り出していくために，教師の役割

はどうあるべきかを考え続ける必要があります。 

「大崎上島にある全てが，子供たちの教材となる！」ふるさと大崎上島を学ぶことによって地域の素晴らしさに気付かせ，地域を誇

りに思う心を育てる。将来にわたって大崎上島で暮らしたいという志や，大崎上島を離れてもたくましく生き抜く力を育てる。単に

我がふるさとを知るだけでなく，地域の自然，伝統文化，産業や暮らしを児童生徒が学ぶことで自らを見つめ直し，自分の生き方を

考える。大崎上島中学校区の総合的な学習の時間や生活科の学習には「大崎上島学」の目標を達成するための重要な役割があります。 

離島という環境に「探究」を深める可能性！ 

さらなる探究の充実に向けて 

島まるごと教材！「大崎上島学」 

 

Keyword 

貢献 
 


